
自主防活動発表
（新町１丁目の取組）
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令和４年６月５日（日）
（大竹市）防災セミナー
14:40～15:10



自己紹介

嘉屋直昌 の自主防災との関り

● 2010年

自主防災設立（総務部長）

● 2011年～2016年（６年間）、2021年～（２年目）

新町１丁目自治会長

● 2021年

「呼びかけ体制づくり・ステップアップ訓練」参加
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避難の呼び掛け体制づくり
自主防災活動（新町１丁目の取り組み）

2010年：

「自主防災設立」の経緯

2021年：

「呼びかけ体制づくり」への取組み
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「自主防災設立」の経緯（2010年）

2010年の状況：
当時、大竹市の自治組織71の内、既に38団体が自主防災を設
立していたが伸び悩んでいると大竹市危機管理監より自主防
災設立の要請を受ける。

1.自治会役員会に図る

2.大竹市危機管理監、及び関係部署との詳細調整（建築基準法等）

3.臨時総会開催

議案１：自主防災設立
議案２：規約の改訂（交通防犯部⇒交通防犯・防災部に改める）
議案３：予算の修正（防災倉庫設置）

4.自主防災設立申請
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「自主防災設立」後の活動

・非常連絡網作成

・ハザードマップ作成

・ひろしま防災リーダー養成講座受講（2011年）外傷性窒息・トリアージ

・毎年防災訓練実施（消防団との連携、座学、炊き出し）

・地域内の井戸を復活

・非常持ち出し袋（５点セット）全戸配布

・6人の防災リーダー育成（大竹市43人）

連絡網

防災訓練
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避難の呼び掛け体制づくり
自主防災活動（新町１丁目の取り組み）

2010年：

「自主防災設立」の経緯

2021年：

「呼びかけ体制づくり」への取組み体験談
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広島県・大竹市呼び掛け訓練への取組（2021年）

出典：広島県自主防災資料より

マニュアルに
沿って新町１
丁目の実態と
遣るべき事を
浮き彫りにする

先ずは
地域の概要
を把握
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大竹市の市街地は高低差の無い埋め立て地

出典：大竹市歴史研究会より

海抜２メートル
以下の地域が
大勢を占める
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１ 参加組織の特性

新町１丁目
自主防結成：H22.11.11

住民基本台帳（R4.4.1）
世帯数：３８９世帯
人 口 ：８１３名

ハザードマップ上の有無

高潮浸水
想定区域

内水氾濫
実績

土砂災害
警戒区域

洪水浸水
想定区域
（外水氾濫）

津波浸水
想定区域

× ○ ○ ○ ○

防災リーダー：６名

○：あり、✕：なし

出典：大竹市資料より 10

大竹市資料に重ねるハ
ザードマップ情報追加

洪水によって想
定される浸水深
0.5m～3.0m

高潮によって想
定される浸水深
3.0m～5.0m

津波によって想
定される浸水深
0.5m～1.0m

防災ＬＩＮＫ



2021年、広島県・大竹市呼びかけ訓練への取組（問題点の洗い出し）
●呼びかけのタイミング？
レベル４

●呼びかけ範囲は
全住民対象、自治会員は連絡
網、その他拡声器

●要支援者の特定
支援活動は複数の防災リー
ダーがチームで活動

●垂直移動できない平屋調査

●呼びかけ方法
受手希望の電話番号
(固定・携帯）で連絡網を作成

●知らない電話には出ない
連絡網上位の電話番号登録

●警戒レベルと避難先
「誰が」「誰を」「何処へ」

●連絡・避難完了の確認方法
連絡網の最終責任者は完了
連絡を連絡網の上位者に返す

●個人情報の管理方法
班長に渡す連絡網は班内に限
る

●海抜表示が街中に欲しい

町内会【大竹市】新町１丁目自治会

◆　組織の基本情報
●海抜1.5m～2.0mの平坦な河口の旧埋立地。第1次避難所(大竹会館)は海抜2.5m。

●地域の世帯数は386世帯で想定自然災害は浸水災害(最大2m)と地震である。

●住居は駅前商業地域でマンション5割、店舗2割、一般世帯3割と特殊な構成である。

◆　組織の呼びかけ体制（抜粋）
避難情報入手方法：大竹市防災メール・テレビ・インターネット・防災行政無線・ラジオ等

●順番　　　　：大竹市災害対策本部→自治会長→副会長・防災部長→防災リーダー→班長

●不在時対応：連絡先不在時は上流連絡者が下流連絡者の任を兼ね下流に連絡する。

●タイミング　：警戒レベル3(大竹市よりの災害時緊急連絡を受けて呼び掛け開始）

●範囲　　　　：新町1丁目全世帯

●優先度 　　：要支援者（高齢の方、障害のある方、乳幼児等）及び平屋建ての方

●方法　　　　：電話、個別呼び掛け（要支援者には複数の支援登録した人が支援を行う）

●内容　　　　：逃げましょう（予め決めた安全な場所に移動しましょう）

●完了確認　：各班長→防災リーダー→自治会長（呼掛けと逆の順）

他団体との連携：民生委員・消防団（水防団）

◆　呼びかけ体制づくりに向けた取組　
組織の特徴

●組織の防災意識が高く結束力も強い。

●大竹市自治会の中でも防災リーダーの人数が多く5人を供えている。

1）実施する取組

STEP　1 STEP　2 STEP　3 STEP　4
防災意識の醸成 呼びかけ体制づくり 呼びかけ体制の実践 呼びかけ体制の検証
地域性の把握 災害図上訓練 避難訓練 訓練の振り返り

ワークショップ

役員・班長・防災ﾘｰﾀ 役員・班長・防災ﾘｰﾀ 役員・班長・防災ﾘｰﾀ 役員・班長・防災ﾘｰﾀ
ｰが参加する。 ｰが参加する。 ｰ・住民が参加する。 ｰが参加する。
実施時間：120分 実施時間：480分 実施時間：360分 実施時間：60分
参加者数：30名 参加者数：40名 参加者数：40名 参加者数：40名

2）体制づくりで明らかとなった課題と解決策

課題①：会長不在時の対応 解決方法：自治会役員による代行
自治会長不在時の対応方法を検討する。

課題②：連絡方法の危険性 解決方法：連絡方法の見直し
避難の呼びかけ方法を検討する。

課題③：避難所の開設時期 解決方法：行政への働きかけ
警戒レベル３で大竹会館開設

課題④：避難所の収容可能人数 解決方法：避難所の追加
大竹会館収容人数は２８０名

3）モデル組織独自の取組

●要支援者への呼びかけと支援対応を強化し、各自が安全な避難先を事前に決めておく

●自治会防災対策本部を自治会長宅とし、全ての情報を全スタッフがリアルタイムに共有する

8月7日 11月20日 11月20日 11月27日

防災スタッフは

潮見表を携帯する

7/9  8:35 122cm(海抜）300cm(基準面）

8/14 19:35 -74cm(海抜)104cm(基準面)

7/9の満潮は

8:53

8/14の干潮は

19:35

8/14の方が降

水量が多いに

海抜とは

年間の干潮

満潮の平均

値を基準値

旧大竹地区の側を流れる小瀬川は満潮時は海

水に置き換わる程潮位に支配され外水氾濫は

想定しない

新町から海までの距離は

1.6km、高低差1.5m

マンション避難者受入れ

・避難想定を具体的に

・必要経費の請求先は

・マンションへに入る方法

・過半数も賛否がわれた場合の対応

・プライバシー確保

大竹市防災無線 0827-59-0010

災害情報テレホンサービス 0120-590-131

災害時緊急電話 0827-57-7129

大竹会館 0827-53-2226

洪水、土砂崩れの考

えにくい新町の警報

レベルは１ランク低

くて良いのでは？

気象庁

警戒レベル３

　大雨警報

警戒レベル４

　氾濫危険情報

声掛け、要救援者移動支援

は警戒レベル３で行い

警戒レベル４では声掛けな

しで全員避難

警報レベル3で避難所開設

（大竹会館）

要救護者、要支援

者、要配慮者、要介

護者の使い分け？

呼び掛け方法は

受け手側で選んで頂く

①固定電話

②携帯電話

③SNS、LINE

連絡完了の連絡と

要救援者の移動先を連絡

消防第３分団との

連携はどうする？

防災リーダー講習

への参加を募る

9/11の班長役

員会開催有無

海抜レベルの表示増設

個人情報管理として

連絡網の開示は班毎等限

定的に行う。

見知らぬ人の電話に

出ない対応。

事前に関係者登録
非常連絡網の最終責任

者は班長

連絡網に記載する電話番号

は固定電話・携帯電話、本

人希望とする

既に存在する非常連絡網で誰が誰にを

明確にし実戦で機能するものにする

防災リーダーの役割

（現場方）を優先的に

考える。連絡等事務方

は会長・副会長でどう

か？

今回は呼びかけ訓練とし避難

訓練は垂直避難までとする

日常における地域

の異変を情報交換

し合う（写真等）

排水路の開口部調査組織の基本情報参照

参加賞1000円

相当を準備

非常持ち出し、家庭内

備蓄の情報が欲しいスマホ・携帯電話等によ

る情報入手方法を個別指

導する

班内情報が欲しいので18日

は班長全員参加

不参加の場合事前に情報を

貰う

緊急連絡先は

①自治会長

②総務部長

③防災部長

自治会長不在時は②③

8/13の警報レベル3

では大竹市から自治会への

避難連絡は無し

レベル4で有るのか？

防災スタッフを

会長・副会長・総務部長・

防災部長・防災副部長・班

長とする

防災スタッフは

PC・スマホ・携帯電話で常

時情報交換を行う

土砂災害が懸念され

る場合、大竹市全体

に警戒レベル３が発

令される。白石地区

対象なのに大竹市一

括はおかしい

新町独自の判断が必

要か？

避難所のリアルタイ

ム情報が欲しい

マンションへの避難者受け

入れ可否を確認中

避難者想定の人数を事前に

把握

171防災伝言板の利用

方法を指導
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2021年、広島県・大竹市呼び掛け訓練への取組（決めた事1）

訓練の災害想定は、大雨・洪水による床上浸水
（最大軒下まで）

【「誰を」「誰が」「何処へ」】 →（垂直移動を優先に考える）

・要支援者のリストアップを行う。 →（民生委員と協力）

・垂直移動できない平屋を調査し移動先を決める。
→（①近所の知合い②マンション）

・マンションの受け入れ可否を確認する。
→（２つのマンションで受入承諾を得る）

・自力で垂直移動・近所への避難が困難な人を
支援対象とする。 →（対象は７世帯）

・要支援者を防災リーダー複数が２チームに分かれ
支援する。 →（支援者の被災回避）
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2021年、広島県・大竹市呼び掛け訓練への取組（決めた事2）

【呼び掛け】
・「見知らぬ人からの電話には出ない」への対応
連絡網で使用する電話番号を掛ける側、受ける側
双方で登録しておく。

・個人情報保護法への対応として班長は班内だけの
情報とする。

・連絡網の最終責任者は班長、完了の連絡は上流者
に返す。

・避難開始レベルは「警報レベル４」とする。

・防災訓練シナリオ(タイムスケジュール）

・防災訓練は日常の生活有りの儘で行う。
（外出等、一切制限は行わない）

タイムスケジュール
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● 2021年11月20日
自治会自主防災避難訓練（机上）実施

①地域性訓練【DIG】

②呼びかけ体制づくりワークショップ【WS】

③ひろしまマイ・タイムライン作成指導 【MTL】

④訓練調整会議

● 2021年11月27日 自治会自主防災避難訓練（実働）

2021年、広島県・大竹市呼び掛け訓練

行政の対応に質問
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● 2021年、広島県・大竹市呼び掛け訓練への取組

出典：大竹市ホームページより
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● 2021年11月27日

自治会自主防災避難訓練（実働）実施

①避難訓練

・呼びかけ応答率 →67％

・連絡に要した時間 →45分

②訓練振り返り

2021年、広島県・大竹市呼び掛け訓練

呼び掛け訓練応答記録
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呼びかけ体制づくりの 目的を考える

・短時間で要支援者を安全に避難させる

・自治会長の役割

状況把握に努めリアルタイムに対応を指示する。

・防災リーダーの役割

避難時のコミュニケーション役に徹する。

・班員の役割

要支援者への対応は、
グループ内の相互支援で乗り切る。
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呼びかけ体制づくり 反省点と指摘事項①

【呼びかけ方法の問題】

・避難呼び掛けに45分は掛かり過ぎ！
→全自治会員対象、応答率67％

・自治会長の作業を分担せよ！
→２～3人の補佐役が必要

・各個連絡方式と数珠型連絡方式（ＰＴＡ方式）
を再検討せよ！

・知らない人からの電話には出ない！
→事前登録を徹底

・全自治会員にメッセージを伝える必要が有ったのか？
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呼びかけ体制づくり 反省点と指摘事項②

【班の区分方法の問題】

・要支援者の絞り込みが甘い！

・班の構成が、4世帯～15世帯とアンバランス！

・班を２～３人のグループに分割してグループ内

の相互支援で賄え！
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呼びかけ体制づくり 反省点と指摘事項③

【自治会長・防災リーダー役割の問題】

・自治会長は指揮を執るために必要な①情報収集、
②状況判断・意思決定、③新たな状況に対応する
ための指示、④状況把握等、に配慮することがで
きなかった！

・防災リーダーが直接避難支援に向かう必要は
有ったのか！コミュニケーション役に徹するべき！
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声掛け訓練を終え新町１丁目の今後の課題

指摘事項を受け止めた上で

・班構成の見直し

自治会員の高齢化が進み、班長職が困難な方も年々増え
ている中、班の構成はどう有るべきか？現在の４世帯～１
４世帯とアンバランスな班構成を見直すとともに、被災時に
助け合いが可能な班構成を検討する。

・次のテーマは地震への備え

昨年の訓練は大雨による浸水災害で逃げる時間的余裕が
あったが、地震は備えが全て！１週間を生き延びる備え？
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－ 以上 －
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新町１丁目発表時
補足資料
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１ 参加組織の特性

新町１丁目
自主防結成：H22.11.11

住民基本台帳（R4.4.1）
世帯数：３８９世帯
人 口 ：８１３名

ハザードマップ上の有無

高潮浸水
想定区域

内水氾濫
実績

土砂災害
警戒区域

洪水浸水
想定区域
（外水氾濫）

津波浸水
想定区域

× ○ ○ ○ ○

防災リーダー：６名

○：あり、✕：なし
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洪水災害（浸水深）

国交省・重ねるハザードマップ

最大５ｍ未満

ハザードマップ

最大１２時間未満

洪水災害（浸水継続時間）
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床上床下浸水実績

高潮災害（浸水深）

最大５ｍ未満
床下浸水あり
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津波災害（浸水深）

最大１ｍ未満
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避難行動の解説

警戒レベル
（避難情報）

避難区分

適用区分

土砂 洪水 高潮 津波

警戒
区域

浸水
区域

浸水
区域

浸水
区域

レベル５
(緊急安全確保)

緊急安全確保 △ △ △ △
-------レベル４の間に必ず避難を完了する---------

レ
ベ
ル
３

(

高
齢
者
等

避
難)

レ
ベ
ル
４

(

避
難
指
示)

屋内安全確保 ✕ ○
※条件付

○
※条件付

△

立退き避難 ○ ○ ○ ○

凡例 ◯：望ましい行動
△：状況により避難者自身が判断
✕：危険・避けるべき行動
※ 条件付：後述する「３つの条件」が必要

適用外

内水
氾濫

対象外

発令基準
未確定
↓

避難情報
発令なし

大竹市作成資料

３ 避難行動のあり方

土砂災害
（赤色）特別警戒区域
（黄色）警戒区域
どちらも立退き避難が必要 31


